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まち育て部会の活動経過
• 2010.12.15 顔合わせ

• 2011.1.27 第1回
• 2011.2.27 第2回
• 分科会x2回
• 2011.3.13 第3回
• 2011.12.8 第4回
• 分科会x2回
• 2012.1.21 国立プレツアー

• 分科会x2回
• 2012.2.2 第5回
• 分科会x1回

• 2012.4.20 三部会合同意見
交換会

• 2012.7.25 第6回
• 2012.8.2 第7回
• 2013.7.26 第8回
• 2013.8.4 第9回
• 2013.8.23 第10回
• 2013.8.31 高架下等体感会

&まちづくり歴史展示会&第
11回

• 2013.9.10 第12回

まちを育てるために駅周辺をどういう場所にするのか？
＝駅周辺デザインに活かすコンセプトを出す！

2



駅周辺コンセプト

＝多様な人々の活動が共存できる場所

→これを可能にする第３案を！

3



4



5



6



7



8



「共存可能」な駅周辺とは？

• 南口は国立の「玄関」

• 南北一体を全部使ってイベントをしたい！

• 南北一体が防災の拠点

• 安全安心（駅前も、周辺地域も）

• しょうがい者と子どもを大事にした動線・居場所

• 全てをバリアフリーに！

• 居心地のよい日常空間（人がたまる）

• 多様な使い方をタイムシェアによって可能に

（合意可能な共通キーワード）
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東高架下

しょうがい者・こども・
親子連れ

が集まれる場所
（東西南北とつながる）

・ しょうがい者専用トイレ
X2
・可動式間仕切り
・駅への良好なアクセス
・行政サービス機能
（最小限の面積で！）
・育児支援を重視
（授乳、給湯スペース等）
・北側はポケットパーク
・集会室⇔くつろぎスペー
ス⇔イベントスペース

北口
・現案の方向○
・南口と一体で！

複合施設

東高架下に入らない
優先度の高い公共機能を

配置することを検討

・行政サービス機能
・図書スペース？
・駐輪場？
・集会室？

旧駅舎
・国立のシンボル
・ 「歴史」と「まち」へ
の招待（情報発信）

南口
・国立の「玄関」

・「降りてみたくなる」魅力
・日常⇔非日常で姿を変える

・平常時は美しい駅前ロータリー
・居心地の良い空間増やす
・より安全安心な歩行者動線

・イベント時は歩行者空間拡大
（全面が理想）

・災害時は全面を開放可能

日常⇔非日常の
使い分けを踏まえた

デザインに！

具体的なイベント案検討
→デザインに反映

駅周辺の市民活動を市民中心でマネジメントしていく組織を！10



まとめ

• 駅周辺＝多様な人々の活動が共存できる場所

• 市民が合意できる点は沢山ある！

• タイムシェアによる共存可能性を

• 東高架下は、しょうがい者・こども・親子連れ優
先の人が集まる空間（他は複合施設を検討）

• 南口は、案1でも案2でもなく「日常⇔非日常」を
考慮した第3案を！

• 日常⇔非日常の活動を実際に動かす市民中心
の組織を！
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